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❖要約❖
本論文では坂中（2014,2015,2016,2017,2018）の「日本におけるパーソン・センタード・アプ
ローチに関する文献リスト」を参照し、加えてインターネット検索を行うことによって，2013 年
から 2018 年に行われた日本のフォーカシング研究のデータベースを作成し，日本のフォーカシン
グ研究の動向を明らかにすることとした。その結果，この期間に 143 篇の研究が発行されている
ことがわかった。これらの論文を研究方法論別に分類すると，実践研究と理論研究がともに 42
篇（29.4%）と多くなされていた。それとは対照的に，実験研究はこの期間には見られなかった。
これら 143 篇の論文のうち、大学紀要は 88 篇 （61.5%） 、学会誌は 39 篇 （27.3%） であった。学
会誌の内訳は人間性心理学研究に 14 篇 （35.9%）、心理臨床学研究に 11 篇 （28.2%）、次いで 
Person-Centered & Experiential Psychotherapies に 5 篇 （12.8%）であった。海外で発行された
論文は 143 篇中 5 篇と少なく、今後、日本のフォーカシング研究の海外発信が望まれた。
キーワード：フォーカシング、体験過程、文献展望、日本
Abstract
This study aimed to assess the characteristics of Japanese Focusing research by compiling a 
database of Focusing research in Japan from 2013 to 2018. The database was compiled by refer-
ring to Sakanaka’s (2014, 2015, 2016, 2017, 2018) database on the person-centered approach and 
by searching for related articles on the internet. One hunded forty-three articles were published 
during this period in Japan or outside Japan by Japanese researchers. Forty-two articles (29.4%) 
were theoretical papers or papers on practice. In contrast, no experimental papers were found for 
this period. Eighty-eight (61.5%) of these articles were published in university bulletins, and 
thirty-nine (27.3%) were published in academic journals. The Japanese Journal of Humanistic 
Psychology published 14 articles (35.9%), followed by the Japanese Journal of Clinical Psychology 
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I.	はじめに
The International Focusing Institute に登録
されているフォーカシングの公式指導者数上位
国は、アメリカ（334 人）、日本（149 人）、イス
ラエル（147 人）、カナダ（145 人）などとなっ
ている。このことから、日本ではフォーカシン
グの実践が盛んに行われていることが推察され
る。また、日本の公式指導者は他国と比較して
大学教員が多いことが特徴である （Ikemi, 
2015）。大学は教育研究機関であるため、日本で
はフォーカシングの研究が盛んに行われている
と考えられ、国際的にも注目されている。しか
し、日本の研究者によるフォーカシング研究単
独のデータベースは、1980 年代には構築されて
いたものの（例、フォーカシング・フォーラム
編集局 1987a, 1987b）、現在は構築されていな
い。そこで本研究では、日本のフォーカシング
研究のデータベースを作成することとし、どの
ような研究がなされているのかを展望すること
を目的とする。
データー ベー ス 作 成 に あ たり、坂 中 正 義
（2014,2015,2016,2017,2018）のパースン・セン
タード・アプローチ全体のデータベースを参考に
した。加えてインターネット上で、フォーカシン
グに関連する文献や書籍を検索した。検索の範囲
は 2013 年～ 2018 年であった。また、日本のフォ
ーカシング研究者が投稿している国際誌 Person-
Centered & Experiential Psychotherapies も 検
索に含めることにした。
II.	文献
【２01３】
論文
遠藤可奈（2013）：イラショナル・ビリーフと体
験過程尊重の態度との関連について　創価大
学大学院紀要 35 :189-215.
Endo,K. （2013）: The Relationships between 
Irrational Beliefs and the Attitudes of 
Respecting One’s Own Experiencing of 
College Students, The Bulletin of the Grad-
uate School, Soka University 35 :189-215.
Link : http ://hdl.handle.net/10911/3914
藤高奈々（2013）：日常におけるフォーカシング
的態度と選択および親密性との関連　追手門
学院大学心理学部 2013 年度卒業論文
Link : https ://ci.nii.ac.jp/naid/40019808655
浜野 匠（2013）：大学生のフォーカシング的態
度と進路意思決定の困難さに関する調査　追
手門学院大学心理学部 2013 年度卒業論文
Link : Not Available
平野智子・池見　陽（2013）：産業保健師のメン
タルヘルス：フォーカシングを用いた対人援
助職支援の試み　第 49 回日本心身医学会近
畿地方会演題抄録　53 （1） : 76.
Link : https ://doi.org/10.15064/jjpm.53.1_76_1
日笠摩子（2013）：状況の中で生きている身体 :
ジェンドリンの考えに学ぶ 人間性心理学研究 
30（1）: 3-11.
(28.2%), which published eleven articles, and Person-Centered & Experiential Psychotherapies, which 
published 5 (12.8%) articles. Only 5 articles were published in international journals during the 
period researched. The authors hope for more international publications in the future.
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Hikasa,M. （2013）: The Body Lives in the Sit-
uation : Learning from Gendlin, The Japanese 
Journal of Humanistic Psychology 31（1）
:3-11.
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シピを用いて　学習院大学文学部研究年報 
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Link : http ://hdl.handle.net/10959/3799
河野俊明（2013）：小学校授業におけるフォーカ
シングやシェアリングを取り入れた絵本の読
み聞かせ活動の開発（2）：集団フォーカシン
グ の 効 果 の 検 証　　読 書 科 学　55（1-2）
:13-23.
Kawano,T. （2013）: Development of reading 
aloud for picture books by applied 
the  focusing and sharing method within 
elementary school lessons （II）, Verifying 
the effects of group focusing, The Science of 
Reading 55（1-2）:13-23.
Link : https ://doi.org/10.19011/sor.55.1-2_13
河野俊明（2013）：小学校授業におけるフォーカ
シングやシェアリングを取り入れた絵本の読み
聞かせ活動の開発（3）：実験授業（RFSM Ⅰ）
マニュアル化の検証　読書科学 55（3）:69-77.
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て：Reflection と Reflexive mode 関西大学
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III.	考察
本論の目的は、日本で出版されたフォーカシ
ングについての研究データベースを作成するこ
と及び、作成したデータベースから日本におけ
るフォーカシング研究の動向について検討する
ことである。
2013 年～ 2018 年の間に合計 143 篇の論文が
発表されていた。各年の論文数を概観してみる
と、投稿される論文の数に大きな増減は見られ
ない。2018 年度の論文数に関しては、本論文の
執筆時期がまさに 2018 年であり、未発行の論文
が存在すると予想される。そのため、2018 年度
の論文数が減少しているとは一概には言えない
だろう。また、2013 年～ 2017 年に投稿された
論文数の年平均は 26 篇であった。日本でのフォ
ーカシング研究は毎年ほぼ一定のペースで発行
されていると言えよう。
データーベースに示した 143 本の論文のうち、
88 本が紀要論文であった。「はじめに」で示し
たように、日本の公式指導者に大学教授が多い
ことがこの数にも表れているように思われる。
大学別では関西大学が 34 篇（38.6%）と群を抜
いて多くの論文を発表していた。　【表１】
また、学会ごとの分類では、学会誌論文 39 篇
のうち、人間性心理学研究に14篇（35.9%）、心
理臨床学研究に11篇（28.2%）、次いで Person-
Centered & Experiential Psychotherapies に日
本の研究者が投稿している 5 篇（12.8%）であ
った。この３誌がもっとも日本のフォーカシン
グ研究者が投稿しやすいところであると見るこ
とができる。
次に、研究方法ごとの区分については、実践
研究と理論研究がともに143篇中42篇（29.4%） 
となっており、極めて多いことがわかる。次い
で、調査研究 18 篇（12.6%） となっている。こ
れらに対して実験研究はこの期間に報告例がな
いことが特徴的である。このことから、日本で
はフォーカシングの新しい実践方法の報告や、
理論的な報告、FMS などの調査報告が多く、実
験としてフォーカシングに関連する変数を統制
群と比較して研究する方法が用いられることは
少ないと思われた。【図１】
最後に海外誌での発行が 5 篇であったことか
ら、海外雑誌での日本のフォーカシング研究成
果報告は年に１篇程度となっており、今後の増
加が期待されるところであろう。
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